
4894 心模様：初詣・厄除けと守護神・上賀茂神社 

 

雷（いかずち）の御神威により、厄を祓い、あらゆる災難を除き給う 

厄除（やくよけ）明神・落雷除・電気産業の守護神として、古代から信仰されている神社。 

今では、あまり⾔われなくなったが、京都の⻤⾨の位置にある。 

辞書では、⻤⾨とは、何をするにも避けなければならない、⾉（うしとら）（＝北東） 

建物などでは、配慮や注意しながら、やったものである。 

過剰に恐れることもないが、そのいわれは、いろいろ書かれている。 

左右に 2 作品、丑年の絵馬が、奉納されていた。 

 

 

   

 

 

 



 

 

京都の底冷え。お正⽉のお祝いのお膳には、⽩味噌のお雑煮。 

⾷後に、あっさり、お茶漬け。 

そのお供は、お漬物の、千枚漬けや、すぐき。 

千枚漬けが美味しく、たくさん⾷べ過ぎて、怒られたものである。少し⾼い漬物。 

下記、展⽰なのか、奉納されていた。 

今では懐かしい。今年も、少しだけ、購⼊したいと思っている。 

 

 

 

 
 


